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図 1.2.1 全国における都市漁村交流の活動事例数 



















































































































































































図 1.3.3 営業許可区分別の宿泊体験受入における収入額 























































































































































































図 2.3.2 渚泊の対象別取組地域（割合） 







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































▶きっかけ  産学官が連携した「地域資源を活用したまちづくり」 
 
1996年  産学官が連携した「地域資源を活用したまちづくり」 
 





    漁業や水産加工業を中心とした産業構造であるが、 
      ・若者の流出と過疎高齢化の進行 
      ・主産業である水産業について漁獲の低迷と就業者の減少 
      ・観光業の低迷 
      など、このままでは漁村の消滅が避けられないという危機感が生まれる。 
     【解決・取組】 
      東海大学・寿都町・漁協による地域振興のための協定を締結 
      ・高等教育臨海実習体験会 
      ・漁業体験会 
      ・都市住民のためのガイドブック作成 
      ・地域の言い伝えなど地域資源の再発見と住民参加による民話づくり 
 
2000年  「後志・寿都ツーリズム」と一般社団法人後志ツーリズムサポート※ 
※2007年度に本組織に改称 
 
     【概要・目的】 
    広域連携-後志地域 20市町村の素晴らしさをより多くの方に情報発信・共有 
   【理念・コンセプト】 
漁村の全てが学びにつながる体感交流、これが今日の体験交流事業発展の礎 
     【解決・取組】 
（2000-2001年度） 
      ・滞在型観光交流空間づくりモデル事業 







      ・参加者数：第 1回 23名  第 2回 62名  
      ・ニーズ調査結果 
        宿泊施設、観光施設など受入れ組織の整備が課題 
        観光漁業や自然・警官第・歴史を生かした観光への要望が大きい 
 
2003年  「都市と農山漁村の共生・対流」事業の開始 
     「寿都の海を豊かにする会（寿都町・漁協）」の設立   
 
【概要・目的】 
      地域・都市住民が海や漁業を通じて地域漁業者と交流できる魅力ある漁村    
づくり 
     【解決・取組】 
      漁業体験（乗船、地引網、水産加工、海の肥料づくりの体験 
      漁業体験受入れ：1校 40名 
      自然体験（磯遊び、磯場学習） 
      施設見学・魚食普及（市場、加工場、蓄養施設、漁師鍋、海鮮 BBQ 
 
2004年  「寿都町ツーリズム産業団体連合委員会」の設立 
 
     【概要・目的】 
      町内の産業のすべてを融合させ、魅力ある産業をつくり出すとともに、都市
から人を呼び込み地域の賑わいを取り戻りことを目的に、これまでの体験型観
光のイベントなどを滞在型・通年型へと発展させ、新たな環境づくりを検討 
     【解決・取組】 
      寿かき・ふるさと祭り」、「寿都港・おさかな市」、体験学習生の受入等 
 
▶立ち上げ  寿都地域マリンビジョン協議会の設立とビジョン策定・公表 
 
2004年  「北海道マリンビジョン 21」の策定・公表－北海道の水産業・漁港漁村の将
来像－  
    
     【概要・目的】 
      北海道開発局は、北海道における全国への水産物供給基地としての役割を将
来にわたり守り育てていくため、北海道水産業・漁港漁村の将来像を示した
「北海道マリンビジョン 21」を 2004年 6月に策定・公表。 
      道内各地域では、関係者が協議会を組織して「地域マリンビジョン」を策定
した上で、様々な取組を展開し、地域活性化に取り組む動きとなる。 
 
2005年  「寿都地域マリンビジョン協議会」の設立 
  
     【概要・目的】 
23 
 




2006年  「寿都地域マリンビジョン」の策定・公表 
 
【概要・目的】 
      コンパクトにまとまった特徴的な自然と水産業を核とした地域産業、自然と
共生した生活・文化を活かし、 
     ・既存資源の付加価値化と活用 
     ・既存地域おこし組織機能強化と実践 
     ・既存の交流実績活用 
     ・黒松内町や酪農等の他産業との広域・異業種連携を通じて、「寿都・後志ツ
ーリズム交流文化圏」の形成 
     をめざす。 
      交流人口増を契機に「水産業他既存産業との連携」、「新たな交流関連産業
創出」など経済波及とともに、地域の“元気”を創出 
      現状 15万人→目標 23万人（8万人の増加） 
      ・ＵＩターン定住人口・季節定住人口の増加 
      ・域外応援団の創出 
・域内生産力の拡大 
     【現状・課題】 
      ・過疎高齢化の進行 
      ・加工業を含めた水産業特化型産業構造 
      ・漁獲物単価の低迷と就業者減少 
      ・観光低迷、他方新たな交流型観光の萌芽  
     【解決・取組】   
      ・寿都・黒松内協働連携体制・組織の創出と環境保全・ツーリズムの連携 
・酪農製品・農産物と水産物を組み合わせた食のイベントの実践 
      ・単価低迷時のホッケの単価維持のための冷凍冷蔵庫の活用 
      ・海・川・里と漁業・酪農業党が一体となった組み合わせツーリズム実践 
      ・海の駅・寿都漁港・中心市街地商店街の一体的魅力・集客ゾーンの形成に
よる交流センター拠点づくりの具体的推進 
      ・協議会の開催（毎年度の取組評価と翌年度の事業計画の決定） 
       
2007年  北海道マリンビジョンモデル地区に指定 
 
▶成長  「寿都の海を豊かにする会」と有限会社マルベリー（蘭越町）の連携 
      
2008年  「寿都の海を豊かにする会」と有限会社マルベリー（蘭越町）の連携 
 
【概要・目的】 
      体験・交流人口の増加への対応 
24 
 
     【解決・取組】 
（2008-2013 年度） 
      修学旅行生の民泊 
      ・立命館中学の修学旅行生の受入れ 
      ・町が主導（教育旅行） 
      ・お寺、民宿、農家・漁家・一般家庭に宿泊 
      修学旅行生の民泊 
      ・230人、2泊 3日の受入 
      漁業体験 
      ・有限会社マルベリーの主催 
      ・13校 修学旅行生 1,039名 受入 
 
  道の駅「みなとまーれ寿都」のオープン 
      ・寿都漁港に隣接した観光情報の拠点 












2011年  寿都町森づくり構想“浜の振興なくして町の将来はない” 
     ・水産加工残渣、木材チップを活用した藻場再生 
 
     【実績・成果】 
2013年度  漁業体験受入れ：19校 修学旅行生 2,271名（マルベリー） 
 
2014年  「寿都地域マリンビジョン」の改訂・公表 
 
     【現状・課題】 
      ・過疎高齢化の進行 
      ・高齢者単身世帯の増加 
      ・加工業を含めた水産業特化型産業構造 
      ・水産資源減少､漁獲量・単価の低迷と就業者減少 
      ・道の駅･漁業体験等により交流型観光の萌芽 
     【概要・目的】 
      当初と同じ 
      現状 18万人→目標 23万人（5万人の増加） 
民泊先での夕食 ホッケの開きづくり体験 漁港の蓄養施設で磯場体験 
25 
 
      ・ＵＩターン定住人口・季節定住人口の増加 
      ・域外応援団の創出  
     【解決・取組】 
      ・朱太川水系環境保全活動の推進 
      ・衛生管理体制の確立・ブランド化推進による地域生産漁獲物の単価向上 
      ・沿岸漁家経営の体質強化による所得確保と将来の寿都漁業の担い手確保 
      ・種苗放流や磯焼け対策による資源管理、増養殖の取組み 
      ・近隣町村・関係大学等との多様なツーリズム観光の振興 
      ・漁港における避難行動のルールと総合防災対策の推進 
      ・海・山・川一体のエコツーリズム活動、地産地消体制の確立、交流拠点 
 
2014年  「地域水産業再生委員会」の設立 
     「浜の活力再生プラン」の策定（2014年度-2018年度） 
     （基本方針の一部） 
      高齢漁業者や若年漁業者も実施できる漁業体験ツーリズムの継続実施による
所得の向上と浜の活性化  
     （取組内容の一部） 
      水産物普及施設「すっつ浜直市場」の整備（2015年 6月供用開始） 
      付加価値による 6次産業化への取組、交流人口や雇用の拡大 
 
     【実績・成果】 
     2014-2016年度 修学旅行生の漁協民泊（青少年研修会館等に宿泊） 
       2014年度  9校 487名 
       2015年度 10校 218名 
       2016年度  3校  30名 
 
2014年度受賞 
北海道開発局「北海道マリンビジョン 21コンテスト 2013」 
        開発局長賞受賞 寿都地域マリンビジョン協議会 




北海道開発局「北海道マリンビジョン 21コンテスト 2017」 
        最優秀賞受賞 寿都地域マリンビジョン協議会 
 
2015年  「一般社団法人寿都観光物産協会」の設立 
 
     【概要・目的】 
まちの観光振興を担う組織 
     【解決・取組】 
      道の駅「みなとまーれ寿都」（2008年 4 月登録）の管理運営事業 
      ・寿都町の観光情報の拠点 
26 
 
      ・漁港背後に位置 
      ・特産品販売・オリジナルグルメ 
      観光振興事業 
      ・“改めて”まちの魅力の把握 
      ・道の駅だけでなく“まちの魅力”を発信 
        -イベントの企画・開催・出展・参加 
        -広告宣伝・情報発信・観光ツールの制作 
        -広域連携 




台湾からのツアー客            2,322名 
       一般ツアー客の体験受入れ           96名 
      学校生徒（就学旅行生）の体験受入れ 20校 1,302名 













2016年  情報発信に関する調査・分析（2016-2017 年度） 
      ・情報発信の大切さ 
      ・情報発信の課題と解決策 
 
     「ニセコ・アンテナショップ整備構想・プロジェクト」の開始 
 
     【概要・目的】 
    ニセコ町に寿都のアンテナショップのオープンを目指す整備構想・プロ
ジェクトを開始 
     【理念・コンセプト】 
      域外からのニセコと競合しない水産資源を提供、ニセコ町の観光振興を後押
しし、寿都町の知名度向上や観光客を地域へと誘導する 
     ・行政エリアを超えた「ニセコ町と寿都のブランド力を活かした連携強化」と
してのつながり 
     ・ニセコ周辺の滞在型観光客を、寿都町を巡る観光コースへつなげる                
修学旅行生による漁業体験乗船 海の再生の取組状況 すっつ浜直市場 
27 
 
     ・「伝える」だけでなく、「つなげる」仕組み、寿都町とニセコ町の関係性を
つくる拠点 




     【概要・目的】 
      滞在型観光-寿都町を巡る観光へとつなげる 
      水産と観光を基軸とした交流人口の拡大 
     【解決・取組】 
・地域再生マネージメント 
      ・アンテナショップ 
      ・浜の再生（＝漁村地域の再生） 
      ・伝わる魅力発信 
       
2017年  「寿都アンテナショップ神楽」のオープン 
      ・鮮魚ショップとレストラン 
































     【実績・成果】 




北海道開発局「北海道マリンビジョン 21コンテスト 2017」 









































▶立ち上げ  歯舞地区マリンビジョン協議会の設立とビジョン策定・公表 
 
2004年  「北海道マリンビジョン 21」の策定・公表－北海道の水産業・漁港漁村の将
来像－ 
     
     【概要・目的】 
      北海道開発局は、北海道における全国への水産物供給基地としての役割を将
来にわたり守り育てていくため、北海道水産業・漁港漁村の将来像を示した
「北海道マリンビジョン 21」を 2004年 6月に策定・公表。 
      道内各地域では、関係者が協議会を組織して「地域マリンビジョン」を策定
した上で、様々な取組を展開し、地域活性化に取り組む動きとなる。 
 
2006年  「歯舞地区マリンビジョン協議会」の設立  
 
     【概要・目的】 




2006年  「根室地域（歯舞地区）マリンビジョン」の策定・公表 
 
【概要・目的】 





     【解決・取組】 
      協議会のスキームで代表の歯舞漁協が中心となって以下の取組に取り組む 
      地元水産物・加工品の PR 
 ・地元の中学生が札幌で地元加工品 PR 
      ・札幌市内、首都圏での産直やフェスタに出展 
      ・企業内マルシェ・食堂・フェアーでの PR 
       「歯舞おさかな祭り」、「歯舞こんぶ祭り」、「根室さんま祭り」 等 
食育 
      ・親子お魚料理グランプリ 




      ・ご当地グルメ「根室さんまロール」 
      ・「歯舞市場食堂」メニューの試食会 等 
交流と漁業・加工・自然・社会体験 
      ・地元の中学生によるサケフレーク・昆布・サンマの加工体験 
      ・地元の小中学生によるアサリ漁場整備・地引き網・アサリ堀りの体験 
      ・潮干狩り体験（一般公開） 
広報誌 
      ・地域マリンビジョンニュース（2017年度末までに Vol.82）発行 
 
2007年  「北海道マリンビジョンモデル地区」に指定 
      
マリンビジョンを通じた漁村連携 





▶成長  マリンビジョンでの新たな取組 
 
2009年度-   「本土最東端パノラマ・クルーズ」（外国人乗船客が増加） 
2011-2016年度 「北方領を目でみる運動」修学旅行誘致事業では修学旅行の 
             高校生を漁家に民泊 
 
2014年  「根室地域（歯舞地区）マリンビジョン」の改訂・公表 
 
  「浜の活力再生プラン」の策定・公表（地域水産業再生委員会） 
     （2014年度-2018 年度） 








             「北海道マリンビジョン 21コンテスト」北海道開発局長賞 
2013年度受賞 「北海道マリンビジョン 21コンテスト」北海道開発局長賞 
             「オーライ！ニッポン大賞」 
















▶打開・発展  「渚泊推進対策事業」の実施 











































1996年  市内 3漁協（魚津、経田、道下）が合併し、産地市場は魚津に集約 
 
2004年  高度衛生管理型市場（魚津おさかなランド）がオープン 
 
2007年  魚津漁協が中心となり、水産加工品製造を目的とした有限責任事業 
          組合 LLPを設立し、6次産業化(水産加工品の開発や販路開拓) 
 
2008年  ウマヅラハギの地域ブランド化の取組を開始 
 
2011年  「食と地域の交流促進対策交付金」（2011-2012年度） 
        実施主体名：魚津の食と地域の交流促進協議会 
 
2013年  大日本水産会より優良衛生品質管理型漁港・魚市場の認定 
 
2014年  魚津市観光協会サイト「魚津たびナビ」 
     ・魚津体験プラン（地引網体験・市場見学・魚料理 他） 
 
2015年  北陸新幹線の開業 
「魚津漁業再生委員会」（浜の再生活力プラン） 
「浜の再生活力プラン」2015-2019年度 の策定・公表 
     （取組の一部） 
   海業（観光漁業）への取組み（ホタルイカ観光船の運航） 
      ※この時点では、漁村滞在型観光（後の農泊（渚泊））の具体的なものはな
かった。 
 
▶成長  地域資源を活用した都市漁村交流、地域活性化 
 




     【解決・取組】 
2016年  農山漁村振興交付金（都市農村共生・対流及び地域活性化対策） 
     （2016-2021年度） 
 
      地域資源活用対策及び人材活用対策 
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        実施主体名：魚津市食のモデル地域協議会 
         地域活性・文化継承部会、伝統食伝承・直販市部会 
週 1回マルシェを開催 
 
     【実績・成果】 
2016年度受賞  「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」第 3回選定 
                魚津漁業協同組合 
                「魚津海業物語『おいしいお魚、まちおこし』」 



































































▶きっかけ  基幹産業を巡る環境の変化とエコツアー 
 






















2001年  修学旅行生を対象に観光釣り体験 
2004年  無人島探検ツアー 
2005年  海ほたる観光 
 
▶打開・成長  地域の持続的な幸せにつながる感幸を目指す 
  

























2010年  「鳥羽市エコツーリズム推進協議会」の設立 
 







     【実績・成果】 
2006年度受賞 環境省第 2回エコツーリズム大賞特別賞 
2007年度受賞 環境省第 3回エコツーリズム大賞優秀賞 
2008年度受賞 内閣府男女共同参画女性のチャレンジ賞特別部門賞[環境] 




































































































▶きっかけ  バブル崩壊後の危機感と海女の高齢化・後継者不足 
 











▶立ち上げ  鳥羽商工会議所と相差町内会によるまちづくり 




1997年  鳥羽商工会議所と相差町内会によるまちづくり開始 
 





の中にあるもの - 文化に着目し、ストーリー化することにより観光資源化 




1997年  「地域資源調査」の実施 
        ・女性の願いを叶える石神さん（海女さんが安全、大漁祈願） 
       ・昇竜の松（立派な盆栽のような松） 
       ・長寿ソテツ（樹齢 800年の大きなソテツ） 
 
1999年  「鳥羽エコミュージアム構想」の策定 
        ・経済団体としての観光振興方針 
 
2001年  鳥羽、石鏡、浦村、相差 4地区で研究会を開催 
      ・アクションプログラム策定 
 
2002年  石神さん社殿の完成  鯨崎遊歩道整備 
 
2003年   石神さんのお守りの完成 
 
2004年  春雨展望台完成 
 
2005年  国土国交省・観光ルネサンス事業（2005-2007 年度） 
・海女小屋相差かまどオープン 










 石上神社 海女文化資料館 
40 
 
2007年  恋みくじ商品化 
  海女文化資料館オープン 
 
2008年  国交省・観光庁観光圏整備支援事業（2008-2009年度） 
 
▶組織化・成長  「一般社団法人相差海女文化運営協議会」の設立 
 
2009年  「一般社団法人相差海女文化運営協議会」の設立 
 







     【理念・コンセプト】 
      海女をテーマにしたまちづくり 
      ・相差地区に色濃く残る海女文化を活かす 
      ・現役海女日本一のまちを保つ  
      ・働く場を提供する 














2010年    海女小屋横厨房トイレ設置整備(農山漁村活性化プロジェクト) 
 
2011年  古民家「相差海女の家 五左屋」のオープン 
      ・お土産とカフェを開設 
 
     【実績・成果】 




2016年  伊勢志摩サミット 
 
2017年  「鳥羽・志摩の海女漁の技術」が国の重要無形民俗文化財に指定 






























































































2003年  ワーキンググループと答志島活性化 21で視察し、（島内の自主組織）と    
ともに視察、体験メニューなどの構築 
 
▶立ち上げ  「島の旅社推進協議会」の設立 
 





















    ・少しでも対価が地域に落ちるようにする 
 
▶成長  体験メニューの開発・誘客の推進 
 









（誘客）    アイランダー 国土交通省・日本離島センター主催（2014年
-）、離島振興、学生団体誘致 PR 
（体験）    漁業体験、クラフト、自然体験、島の暮らし、食事 




（情報発信）  webサイト、ブログ、雑誌掲載、パンフ等 
（市委託事業） 離島の魅力創出事業（2013-2015年度） 島むすび会議 
             まるごと自然体験（2014 年度） 漁船クルージング 
（連携事業）  鳥羽エコツーリズム協議会（2010年-） 
             漁業と観光の連携促進事業（2015年度-） 
（資格）    グリーンツーリズムインストラクター取得 
 
【実績・成果】 
      2010年度受賞 サントリー文化財団 地域文化賞 













▶発展  活動エリアの拡大と自立的な運営 
 























































































▶きっかけ  小中併設校、通称「伊座利校」の廃校問題から漁村留学へ 
 












1999年  1日漁村留学体験「おいでよ海の学校へ」第 1回開催 
     （公的な補助や支援なし） 
図 2.7.1 伊座利の未来を考える推進協議会の概要 
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      ・家族ぐるみの地区への転入を呼びかけるため、都市児童の受入 














▶立ち上げ  「伊座利の未来を考える推進協議会」の設立 
 



















2000年  「関西伊座利応援団」の発足 
～「人と人とのつながりを深めることから地区の将来が見えてくる」との
考えで、大阪市内にてふるさと交流会を開催 
      子どもによる「ふるさと PR」～夢の交流施設「にぎわいの館」と滞在施設 
（中山間地域活力あふれる田舎整備事業を活用） 
 




      ・1～2年の短期滞在から定住までをも見据え、親子同伴が条件 
      ・地区と学校が面談し、自己責任で生活できる人を選定 
      ・移住に向けたフローチャート（※空き家を協議会が改修し、移住者の住ま
いとして提供） 
 
2002年  「海の学校 伊座利校ホームページ」開設 
 
2003年  東京、大阪、徳島市内等での PR 
      地域資源を活用した体験活動－漁業体験や料理体験、海で獲れた新鮮な魚介
類を使った学校給食 
      海岸、河川や道路の清掃活動 
 
2004年  伊座利東京プレゼンテーション 
～東京歌舞伎座近くにて開催し特産物、地域の PRと都市住民との交流会 
 
▶成長  自主的・創造的な地域づくりの推進 
 
2007年  「イザリ café」のオープン 
      ・海女さんや漁師のお母さんたちによるコミュニティ 
      ・ビジネス 
      ・地元で獲れた新鮮なアワビ料理の提供 
      コンドミニアム（イザリ café の２F） 
      ・漁村暮らしの体験 
      伊座利のアンテナ食堂「お魚食堂弘伸丸」（阿南市） 
 
【実績・成果】 
イザリ café 年間約 15,000人を集客 
関西・首都圏・徳島市内などを中心に「伊座利応援団員」約 1,000人 
これまで転入生の受け入れ 50人超える 




2008年  海女の仕事体験「あまちゃんの養成（体験）塾」 
      ・開始～人口増には若い女性の存在が不可欠。 
      ・概ね 40歳までの女性を対象 
 
2013年  「イザリ café」～地元の高齢者へお弁当の宅配サービス開始 
 
   【実績・成果】 
伊座利校児童生徒数 14名（1999年）から 24名に増加 
地区へ年間訪問者数 約 20,000人 




2015年  「目指す将来像と実現のためのアクションプラン」の策定 
     （住民へのアンケート調査に基づき策定） 
      ・目指す将来像 
      ・アクションプラン 
      ・大規模災害を想定した事前復興シナリオ 
 
     【実績・成果】 
1日漁村留学体験「おいでよ海の学校へ」～約 300名規模のイベントに拡大 
漁村留学～1～2年の短期も含め、100人を超える転入生を受け入れ 















▶発展  全国伊座利化プロジェクトの展開 
 









































































































▶立ち上げ  「家島観光事業組合」の設立 




2006年  「家島観光事業組合」の設立 
  









▶組織化・成長  「家島諸島都市漁村交流推進協議会」の設立 
 
2013年  「家島諸島都市漁村交流推進協議会」の設立 
 






     【解決・取組】 
都市農村共生・対流総合対策交付金事業（2013-2015年度） 
      地域資源の洗い出し 
      ・島内ヒアリングを重ね、200の玉出しと 26への絞り込み 
      体験交流プログラムの開発 
      ・5つのジャンル～「島を知ろう」、「島の達人から学ぶ」、「島のアウト
ドア」、「島の漁師体験」、「島のディープな体験」に分けて 26プログラ
ム 
      ・「家島諸島遊び本」をつくり都市圏へ webサイトと SNSと合わせて情報発
信 
      開発プログラムのモニターツアー 
          ・参加者アンケート、受入側ヒアリング、全国 web、アンケートと評価・改
善策の検討 
      人材育成 
      ・有識者や専門家を招いての研修会 
      ・都市部からの研修生募集・受入（地域おこし協力隊） 
      プロモーション 
      ・キャラクター募集、家島観光事業組合、JTBの webサイトでの情報発信 
      「家島しまたび」の実施 
53 
 
      ・4つのジャンル～「島を知ろう」、「島で学ぶ」、「島の漁師体験」、
「チャーター船で行く家島体験の旅」に分け 22プログラムを用意して実施
の有識者や専門家を招いての研修会 
      「家島 島あそび」ミニターツアーの実施 
           ・家島路地裏歩き、観光釣り大会、海ほたる鑑賞、家島諸島四十四（しあ
わせ）クルーズ島 ほか 
      「家島 体験の旅」の実施 



















2016年  「家島しまたび 2016」（兵庫県地域雇用創造事業） 
2017年  「家島しまたび 2017」（  〃        ）    
 
▶打開  「渚泊推進対策事業」の実施 
 


























































図 2.9.1 通鯨・ツーリズム推進協議会の概要 










【現状・課題】      
（通地区） 
2006年  webサイト「古式捕鯨の里 通」の開設 
 「みんなに誇れる青海島づくり事業」の開始 
      「通鯨・ツーリズム推進協議会」の設立 
 
     【概要・目的】 





2008年  「青海島共和国」の設立 
 













2010年  webサイト「俵山猿人」の開設 
 
（山口県全体） 
2006年  「やまぐちスロー・ツーリズム総合推進センター」の設立 
2007年  「やまぐちスロー・ツーリズム推進方針」の策定 
2009年  「やまぐちスロー・ツーリズム」webサイトのリニューアル 






























▶成長  「一般社団法人長門観光コンベンション協会」の設立 
 
（長門市全体） 
2011年  「一般社団法人長門市観光コンベンション協会」の設立 
 





「体験・滞在・反復型の観光地づくり」 ～ 観光によるまちづくりの推進 
～ 日本の心「やさしさ」を奏でるまち、長門を目指す。 









2012年  「ぶち感動体験」webサイトの開設 
2015年  協会 webサイト「ながと観光なび ななび」webサイトのリニューアル 
 












      通鯨・ツーリズム推進協議会 




      青海島共和国 
        民泊軒数 17軒（最大 50人）→10軒（最大 30人） 
        長門湯本温泉旅館 1軒（最大 50人） 
      NPO法人ゆうゆうグリーン俵山 
        民泊軒数 50軒（最大 150人）→40軒（最大 120人） 































































図 2.10.1 対馬グリーン・ブルーツーリズム協会の概要 





























▶立ち上げ  「対馬グリーン・ブルーツーリズム研究会」の設立と学び場づくりの開始 
 
2005年  「対馬グリーン・ブルーツーリズム協会」の設立 














図 2.10.3 一般社団法人対馬里山繋営塾の概要 
60 
 
2011年  地域おこし協力隊生物多様性保全担当として、川口氏が対馬に移住 
 
2012年  川口氏による志多留地区活性化協議会（里山繫営塾の前身）の発足 
 
2013年  川口氏らによる「一般社団法人 MIT」の設立 
 
 








2016年  事務局を民営化（一般社団法人 MIT） 













▶打開・発展  「渚泊推進対策事業」の実施 
 
















2017年  対馬グリーン・ブルーツーリズム協会の事務局を自立運営 
 
2018年  「里山繋営塾」を一般社団法人化 


































































▶きっかけ“  これからは観光しかない” 
 
1996年  「松浦クラスター」の設立 















図 2.11.1 一般社団法人まつうら党交流公社の概要 
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▶立ち上げ  「松浦体験型旅行協議会」の設立 
 
2002年  「松浦体験型旅行協議会」の設立 
 




      構成：松浦市内の関係団体 （商工会議所、観光協会、漁協、農協、クラス
ター、受入組織、市役所等） 
      活動：会員約 80名により体験受入の民間主導のコーディネート 
 
▶成長  「松浦党の里体験観光協議会」の設立 
 
2003年  「松浦党の里体験観光協議会」の設立 
 
     【概要・目的】 
旧 11市町村に跨る「松浦党の里体験観光協議会」を設立し、松浦体験型旅
行協議会と一体となって広域連携での事業を開始。 
      代表：海洋クラスター会長 
            構成：北松半島の関係団体（松浦・平戸・北松地区の商工会議所、観光協
会、漁協、農協、クラスター等） 
            活動：広域連携への助言・指導 




      （事務局の努力） 
      ・地元住民への説明と理解 
          ・旅行代理店への PR、修学旅行の誘致 
            ・専門家への講師・指導依頼 
          ・先進事例の視察（NPO法人安心院グリーンツーリズム研究会等） 
        （行政からの支援） 
         ・行政から人員の支援 
 
2003年  初めての修学旅行生として高校生 100名を受け入れ、松浦市での体験型観      
光振興が本格的に開始 














     【理念・コンセプト】 
その地域に暮らす人々と、訪れた人々がお互いに感動をもたらすような体験
があって初めて、人は高まることが出来る。 
     【解決・目的】 
全国組織の協議会を組織し、毎年「ほんもの体験」の普及や手法を研究する
ために「全国ほんもの体験フォーラム」を開催 
             
▶成長  「NPO法人体験観光ネットワーク松浦党」の設立 
 
2006年  「NPO法人体験観光ネットワーク松浦党」の設立 
 
   【概要・目的】 
2006年 4月に、「NPO法人体験観光ネットワーク松浦党」を設立。 
      代表：担い手からなる 13地区の受入組織の代表 
      役員：北松半島の受入組織等（松浦・平戸・北松地区の受入組織、体験教育
企画代表、クラスター代表） 
      業務：受入体制の整備 
     【解決・取組】 
      ・90種類の豊富な農林漁業体験プログラムと、１日最大 2,000名の受入れが
可能な漁村・農村民泊 
        ・民間主導のコーディネート組織を松浦市など行政が 強力にバックアップ
する「官民協働」の受入システム 








このため、安全でかつ教育効果の高い体験活動となるよう、心を込め      
てお手伝いさせていただく。 
 
2008年  一般旅行者受入スタート 
 
     【実績・成果】 
      2006年度受入実績 1万人超 
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      2007年度受賞歴 オーライ！ニッポン大賞内閣総理大臣賞 
              長崎県民表彰 
              JTB交流文化賞優秀賞 
2008年度修学旅行生受入実績 民泊延べ数 2千人超 
 
▶組織化・発展  「一般社団法人まつうら党交流公社」へ統合 
 
2009年  「一般社団法人まつうら党交流公社」へ統合 
 
     【現状・課題】 







     ・学校や旅行会社など対外的な信用の構築とともに、担い手側の信頼を高めら
れる法人組織への再構築 
    ・スピーディーな意思決定機能を有するとともに、担い手中心で機動性の高い
組織体制への再構築 












    ・地域振興は、志とモチベーションの共有が全て  
















② 松浦党の里ほんなもん体験  









2014年  「松浦地区地域水産業再生委員会」（新松浦漁業協同組合）の設置 
      「浜の活力再生プラン」の策定（2014年度-2018年度） 
     （取組の一部） 
      ・松浦市は、都会の中学生・高校生の修学旅行生を対象とした民泊体験に、
年間約 3 万人が訪れている。この集客力を活用し、船曳網漁業者等による
漁業体験、加工体験、魚料理体験等を充実していくことも検討 
      ・市内飲食、宿泊業者で組織する「まつうら海鮮街道実行委員会」と連携
し、シラス（生・釜揚・上乾）を食材とした料理提供による消費拡大の取
組を実施 




     【実績・成果】 
2016年度末までの受入実績 中学高校の修学旅行生 約 25万人余り 
 
▶打開  「渚泊推進対策事業」の実施 
 





















































































▶立ち上げ  「小値賀町観光協会」の設立 
 
1996年  「小値賀町観光協会」の設立 
 




図 2.12.1 NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会の概要 
69 
 
1998年  「ながさき島の自然学校」の開校 
 






2001年  「ながさき島の自然学校」～自然体験型の交流拠点～の設立 
      ・体験型観光の始まり～専門プロデューサーを雇用し、子どものための本格
的な自然体験プログラムの提供（野崎島での自然体験キャンプ） 
 
2004年  佐世保市への編入合併に関する住民投票 
      ・投票の結果、合併反対が多数を占めたことから、“町の自立”を目指す。 
 
2006年  「小値賀アイランドツーリズム協議会」の設立 
 
   【概要・目的】 
2006年、「小値賀アイランドツーリズム協議会」を設立する。 






▶組織化  「NPO法人おじかアイランドツーリズム協会」の設立 
 


















      
【実績・成果】 
民泊により町への観光客が増加 
年間旅行取扱人数   約 400人 
受入民泊軒数  30軒 
 
2007年  体験事業、民泊事業及び観光情報の案内に関するワンストップ窓口 
米国 PTP プログラムで高校生約 180人の受入れ（3泊 4日の民泊、自然体
験、交流等） 
 
2008年  米国 PTPプログラムで高校生約 180人の受入れ 
       農山漁村子ども交流プロジェクト受入モデル地域（6校 222人） 
 






▶成長  「（株）小値賀観光まちづくり公社」の設立 
 

















2009年  米国 PTPプログラム 
       第 3種旅行業の取得と着地型旅行の商品開発（公社） 
       子ども交流プロジェクト（5校 229人） 
 




2012年  古民家ステイ「一期庵」「一会庵」オープン 
               
【実績・成果】 
2009年度 事業収入 1億円超え 
           「古民家調査事業」県民表彰 県民ボランティア賞 
2010年度 旅館・民宿等への宿泊延べ人数  約 10,650人 













▶発展  「NPO法人おぢかアイランドツーリズム協会」への統合 
 












     【理念・コンセプト】 
アイランドツーリズム（島暮らし体験）を通して、 
      ・私たちが日常島に暮らして感じる、島ならではの「よろこび」を伝えたい 
      ・この島で暮らしの糧を得るしくみをつくり、「外貨を稼ぎ」雇用を生み出    
       す 
      ・元気でいることは、私たちの「ふるさと」を未来に伝えること 
      ・島に住む、島を訪れる人人とともに、再生し、未来へ残し、伝承したい  
     【解決・取組】 
島旅ブランドの構築 







































































江戸時代～明治、昭和、平成 かまえの変遷   
 
江戸時代  佐伯藩-城下町は両町、農村地域は在方、漁村地域は浦方と呼ばれ、佐伯    
の「殿様は浦でもつ」といわれるほど海産物が豊富な浦方の存在は大きかっ
た。その中心が蒲江の浦々であった。 
明治 22年 蒲江の 12の浦がまとまり、上入津村、下入津村、蒲江村、名古屋村が発足。 
昭和 30年 さらに 4村が合併して、蒲江町になる。 
平成 17年 佐伯市と蒲江町を含めた南海部郡 5町 3村が合併し、新佐伯市が誕生。 
 
▶きっかけ  海の幸を活用したイベント 
 
     【現状・課題】 
      かつてイワシ漁やブリ定置網で栄えたが、現在は静穏な入り江を利用して真
珠養殖やモジャコを採捕して養殖を営むものの価格が低下するなど、厳しい状






1992年   大分県マリンカルチャーセンターの開校（蒲江町元猿海岸近く） 
地域の水産業を守るため、水産業と観光業を結びつける事業を展開-    
「伊勢えびまつり」、「JR蒲江町グルメ列車」 











▶組織化・成長  「かまえブルーツーリズム研究会」の設立と NPO法人化 
 
2006年  「かまえブルーツーリズム研究会」の設立 
 




     【解決・取組】 
      ・水産業等の支援活動「あまべ渡世大学」開校 
      ・伝統文化の継承活動「おばあちゃんのバイキングの会」発足 
      ・環境美化活動「マンボウの海・元猿海岸の清掃」 
 
2008年  「かまえブルーツーリズム研究会」の NPO 法人化 
 








     大分県マリンカルチャーセンターの管理会社が研究会事務局を担当する。 




       ・ブルーツーリズムの学び舎「あまべ渡世大学」開校 
       ・子ども農山漁村交流プロジェクト 
       ・「田舎で働き隊！事業」で研修生受入 
② 伝統・文化の伝承活動（おばちゃんバイキング） 
③ 環境美化活動（海岸清掃等） 
        都市住民とのマンボウの海・元猿海岸清掃プロジェクト  
④ 浦の案内・ＰＲ活動 
        道の駅「かまえ」とマリンカルチャーセンターへの来訪者にとっての浦
の案内所 
 












2009年  「田舎で働き隊（現地域おこし協力隊）」で研修生受入 2か年 
 
   【実績・成果】 
2010年度受賞 日本農林漁業振興会会長賞 
 
▶打開・発展  「渚泊推進対策事業」の実施 
 



















     （例）じゃごん丼・定置網体験 
②豊かな自然を活用した健康・アート系の体験プログラムの開発 






2018年  大分県マリンカルチャーセンターの利用休止 
      （利用休止前） 
  かまえブルーツーリズム研究会の事務局、活動の体験と宿泊を担当 
      （利用休止後） 





































































▶立ち上げ  規制緩和による農家民宿の開業の増加 
 
1995年  各地域に活動組織の設立の動き    


























▶組織化  「仙北市農山村体験推進協議会」の設立 
 
2008年  「仙北市農山村体験推進協議会」の設立 
 
     【概要・目的】 







     【解決・取組】 
 ・仙北市ならではのグリーンツーリズムの形成 
      ・体験型着地旅行への誘導 




     農林漁家民泊（ホームステイ）16軒、農林漁家民宿 11軒、公的宿泊施設 1軒 
苗づくり体験 農家民宿（農林漁業体験民宿業） 田植え体験 
79 
 
     民間宿泊施設 12軒 
 
2010年  秋田発・子ども双方向交流プロジェクト事業（県事業） 
2011年  美の国秋田・旬を感じるツアー実践事業（県事業） 
 
▶組織強化  「農山村体験デザイン室」の設置 
 



















     (以降、毎年開催)  
 
2013年  秋田発・子どもふるさと交流推進事業（県事業）(以降、毎年開催) 
 






      メディアで取り上げ上げられ、受け入れ要望が増加 
Discover Japan 2014 年 10月号“世界から見た意外なニッポン-日本の農家
滞在体験が海外の注目” 
  
      1995年以降開業農家民宿 14,5軒 
2008年   〃      23軒 
2012年以降 〃     軒数増加 
80 
 





▶発展  新たなパートナーとの協力と活動の拡がり 
 











     【概要・目的】 





2017年  国家戦略特区を活用した国内旅行業務取扱主任者資格取得および旅行業登録    
 
（新たなパートナーとの取組） 
2018年  田沢湖・角館体感ツアー“五感楽農”農山村体験メニュー付き 
        JRびゅう（大人の休日倶楽部）・仙北市・協議会 
 田舎体験型・農泊ダイナミックパッケージ 


























































図 2.15.1 認定 NPO法人遠野山・里・暮らしネットワークの概要 

































1995年  「遠野グリーン・ツーリズム研究会」の設立 
 






















▶立ち上げ  「NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク」の設立 
 
2003年  「NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク」の設立 
  




















2004年  「東北ツーリズム大学」の開校（7月） 
       山里ネットワークが事務局であり、関係者間の情報交換が目的 
     「合宿型自動車免許×グリーン・ツーリズム事業」の開始（3月） 
       自動車免許の合宿とグリーン・ツーリズムを組み合わせたプログラムであ
り、教習の空き時間は乗馬、農業体験 
 
2006年  遠野での農村民泊開始 
     「遠野民泊協会」の設立（教育旅行や農業体験の際の民泊希望者の受入 





2009年  国際機関を通じて、外国の研修生の受入開始 











▶組織化・成長  「遠野ふるさと体験協議会」の設立 
 
2008年  「遠野ふるさと体験協議会」の設立 
 







2011年  震災復興-沿岸被災地の後方支援 








▶組織強化・成長  「遠野・住田ふるさと体験協議会」の設立 
 
2013年  「遠野・住田ふるさと体験協議会」の設立 
 
     【概要・目的】 









     ・インバウンド需要に応え、 受入家庭向け英語研修や外国人の視点による市
内サインの見直し、外国語の地図の刷新などを実施するほか、外国人視点に
よる大型商談会に出展し、農家民泊を PR 
     ・沿岸復興地への視察・ボランティアのニーズに応える行程の確立 
     ・「地域資源やボランティアを活用したグリーン・ツーリズム」を実施 
 
2014年  「遠野みらい創りカレッジ」の設立 
     ・産学官（遠野市、富士ゼロックス（株）、大学、地元住民） 
     ・閉校した中学校を改修し、遠野みらい創りカレッジを開校 
     ・国内外からの来訪者と地域資源を活用したプログラムを実施し、宿泊プログ
ラムに民泊導入 
     ・（2017年 2月に、）テレワークを施設内に開設し、地方での仕事を希望する人
や 2拠点を行き来する人など、様々な働き方を支援する環境整備 
 
     【実績・成果】 




2016年  「認定 NPO」法人として認可 
     ・財政基盤の強化のため税制優遇措置が適用 
 
▶発展  「渚泊推進対策事業」の実施 
 















     【解決・取組】 

































































































































旅社」構想が提案・承認され、2001 年度から 3 か年、島内地域の資源調査と体験メニュー
づくりを行うことになった。 
このように、まず自分たちのことをよく知ることが重要であり、当該地域においては、








































































































































































































































図 3.2.3 活動組織および運営体制 








































































































































図 3.2.7 活動組織および運営体制 











































































































































































































































































































































































図 3.4.3 入込客数の推移 




























































































図 3.4.6 受入者数の推移 






-子どもキャンプ宝島、島らいふ、その他自   然体験事業 
-修学旅行、視察研修旅行受け入れ 


















































































 2000 年に行ったアンケート調査の分析（図 3.4.10）から、観光施設の整備や充実、
宿泊の受入体制づくり、体験漁業、観光漁業を進めてきた。2016 年には、昨今の SNS 














































図 3.4.10 「寿都の海まるごと体験」でのアンケート調査 










































 これにより明らかになった地域の課題と解決は図 3.4.11 のとおりである。 
  















































図 3.4.11 漁業体験の受入から見えてきた地域の課題と解決 































































 ・スペシャルツアー：「島歩き deごはん」、「漁業体験 deごはん」他  
・・・JTB予約窓口 
 ・「ヨットセイリング体験 deごはん」 ・ ・・以下、家島観光事業組合予約窓口 
 ・島案内「家島ガイド」：「路地裏に誘われる真浦コース」ほか 










































   古民家再生宿泊事業   









































































図 3.4.17 新 NPO法人に組織と事業を統合（2016年 4月） 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  ○ 島内の漁業者は、家島漁協と連携して、姫路市本土側の妻鹿漁港において、「と
れとれ直売」等を推進する。 
オ）漁業情報の発信、都市住民との交流 



















































































































































































































































































































図 3.7.2 農家民宿への宿泊を伴う台湾修学旅行実績 
図 3.7.3 農家民宿への宿泊を伴う国際教育旅行（一部国際交流を含む）実績 





















































    JRびゅう（大人の休日倶楽部）・仙北市・協議会 
ｂ．田舎体験型・農泊ダイナミックパッケージ（図 3.8.1） 
   （株）百戦練磨（民泊予約サイト STAY JAPAN）・JAL・仙北市・協議会 
・民泊予約サイト「STAY JAPAN」を運営する株式会社百戦錬磨と日本航空株式会社
JALは、仙北市（窓口は、仙北市農山村体験推進協議会）との協業のもと、 2018
年 3月 26日より「農泊ダイナミックパッケージ」を発売開始。 









































































































・年間旅行取扱人数  約 8,000人 
















  補助金制度-創業等支援事業補助金や空き家利用の総合窓口 
・島っこ留学制度 




























































































図 3.9.3 移住・定住支援における位置づけ（松浦市） 
長崎県松浦市 UIターン相談窓口（政策企画課）定住支援パンフレットより抜粋 





















































  先進事例分析で活動の成長・発展や持続性に寄与することが明らかになった、 
 ・関係団体を巻き込む地域 
 ・教育旅行から一般旅行、インバウンドを対象とする地域 
 ・近年期待される ICTの活用する地域 
 ・異業種・異分野（企業、大学、2・3・6次産業）と連携する地域 
 を優先的に選定する。 











































































































地 元 の 受 入 体 制 、 窓 口 づ く り
人 材 活 用 、 雇 用
情 報 収 集
体 験 プ ロ グ ラ ム の 開 発 、 磨 き 上 げ
地 元 特 産 品 の 開 発 、 ブ ラ ン ド 化
施 設 整 備
情 報 発 信
教 育 旅 行
大 学 生 ・ 個 人 ・ 企 業 ・ 団 体



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  大阪発着 3日間コース 人員不足で中止 






























































































































































体験型修学旅行  2017年度実績 
           2 団体（中学校・高校） 550人 
 
宿泊体験活動（子ども農山漁村交流プロジェクトを含む） 2017年度までの実績 
     11団体（小学校・中学校・大学・韓国高校・外国人留学生） 357人 










































































































































































































































































































  窓口業務、webサイトの更新、SNS情報発信 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（宿泊受入者数実績 1,362 人） 
・地域資源と連動した季節ならではの体験プランや渚泊体験モニターツアー等を実施 
・「帆船みらいへ」と連携した家島渚泊ツアーを実施 
 大阪発着 3日間コース 人員不足で中止 



















































































































































































































































































































































































 専用の webサイト「JF魚津 魚津渚泊 体験プログラム」、「うおづストーリー 魚津




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 4.1 魚津市農泊推進協議会 図 4.2 歯舞漁業協同組合 









































































































































































































先進地域に見受けられた理念とコンセプトには、「着地型観光 滞在型観光 地域活性化 









































































































































































































































































































































表 4.1 渚泊における取組項目 
